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イメージ画にみる母と娘の関係

一母親への ｢依存 ･独立 ･葛藤尺度｣との関連から-

板垣奈未,岩堂美智子

大阪市立大学大学院生活科学研究科

(平成14年8月9日受付 :平成14年12月2日受理)

Relationshipsbetweenmothersanddaughtersseenindrawnimages
-Fromtherelationof"dependence,independenceandconflictscales"tow.ardsmothers-

NamiNegakiandMichikolwado

GLTaduateSchoolofHumanLl'feScl'ence,OsakaCL'tyUnL'vezTSJ'ty

Summary

503youngwomenastestsubjects.Wereassignedtodrawimagesofrelationshipsbetweenthemselvesandtheir

mothers"intheirchildhood"and'.atpresent",aswell.theywereaskedtofiuoutaquestionnaireconsistingof28

itemsthatscaledependence,independenceandconflicttowardaparent. Theresultsshowtherelationofthe

imagesandthescoreofthethreescalesmountedthattherearenosignificantdifferencesstadcallywitheitherthe

threescalesorthetwoperiodsoftime,betweenevenapersonwhodrewanimagelike''me,tryingtobecomeone

motherandI,independentfわrmeachother"image.

Weobservedthattheresultsshow thatrelationshipsbetweenJapanesemothersanddaughtershasoriginal

direcdonwhichdefersfromwesternsenseofvalues.

Keywords:母娘関係 MotherandDaughterRelab'onshlp,依存 dependence,毅彦 )'ndependence,

葛藤 conhlct,イメージ画 dLTaWaL'mage

問題

母と娘の関係は今日の日本の臨床心理学における重要

なテーマである｡では ｢母と娘｣､そこにある関係の特

殊性とはいったい何なのか.そのひとつはNaomRL.(1990)

の定義する､祖母 ･母 ･娘 ･孫娘からなり家族の歴史を

支える女性の繋がりである ｢母の系列｣が挙げられる1)｡

すなわち､母と娘の間には､決して二者関係で終わるこ

とのない連綿と続 く女性の繋がりが存在するのである｡

娘にとっての母は絶対的な ｢母｣であるが､次第に娘は､＼■
母が ｢娘でもある母｣▲であることに気づき､そして自分

自身が ｢母｣にもなることに気づいていく｡娘は人生の

( 1 )

その時々において､様々な視点で母親を捉えることにな

る｡そのような意味で､｢母と娘｣め関係は特殊なもの

であると言えるだろう｡

で は果たして､その特殊な ｢母と娘｣の関係性はどの

ような距離感をもって動いているのだろうか｡

そもそも ｢母子密着｣と言うように､母と子の関係に

は常にどこか ｢離れられない｣イメージが付きまとう｡

母親からの溺愛､子どもからの強い依存は､子どもの成

長にしたがって確実に開巻祝されていく｡母と子の関係

は､物理的にも心理的にも近すぎては精神的距離を保て

ないために､.さまざまな問題を引き起こす､ということ
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だろう｡いったい ｢物理的にも心理的にもほどよい距離｣

とはどのようなものを指すのか｡その距離は近すぎては

いけないが､遠すぎてもいけないのである｡特に､母と

娘という特殊な関係性において､両者の適切な距離とは

どういうものなのだろうか｡

人と人との関係という目に見えないものを､イメージ

として集約し表現する目的で､やまだ(1988)2'は幼い頃

と､現在､両時期の ｢私と母の関係｣をイメージして描

いてもらった女子大学生の絵を考察している｡その中で

特徴的に見られたのは､母が娘を (もしくは娘が母を)

包みこむ形である ｢包む母と入れ子の私｣という構図で

あった｡そして､その構図を現在の ｢私と母の関係｣に

おいても描 く被験者が多くいたのである.

｢包む母と入れ子の私｣の構図において､母と私の距

は､現在における関係を描いている､すなわち青年期か

ら成人期にいたる娘と母親との関係を描いたものとして

捉えると､まさに ｢密着｣した関係に見えてくる｡しか

し､このイメージにおける母親との密着､一体感は､前

述 したような ｢物理的にも心理的にも近すぎては精神的

距離を保てないために､さまざまな問題を引き起こす｣

関係であると､果たして一概に言ってしまえるだろうか｡

青年期とは､Blos(1962,1967)3'及U:長尾(1991)4'のモデ

ルに従えば､第二の分離一個体化の時期である｡第二次

性徴を契機に思春期を迎える青年は家族への依存から独

立し､幼児期的対象から情緒的に離脱することによって､

大人社会への参加を果たしていく｡そこには独立欲求と

依存欲求の間に起こる強い葛藤という再接近期危機が存

在する｡その後､この課題を乗 り越えながら ｢練習期｣

を経て､青年期の発達はやっと ｢個体化期｣にいたる｡

つまり､青年期はようやく母親と物理的にも心理的にも

分離して､ほどよい関係を形成する段階であり､融合で

はありえない｡

では､青年期における ｢包む母と入れ子の私｣はいっ

たい何を意味しているのだろうか｡それは個体化期に未

だ到達しない練習期､もしくは再接近期にとどまること

を意味しているのだろうか｡

ここで､やまだは母子の関係性の変化において､｢も

しかすると､入れ子が成長して 『出て行く』のが普通で

常識的なかたちだと考えていたのは､実は幻想なのかも

しれない｡別の視点から見れば､しかも細かい違いは別

にして大きくみれば､本当は 『変わらない私Jの構図の

ほうが広い視野をもつ､一般的で基本的な形なのだと考

えることもできよう｡｣という新 しい視点を提示してい

る5)｡そして､川包む母と入れ子の私｣の像を､従来主

に用いられてきた西欧の枠組みで 『未分化Jr依存Jと

ネガティブな概念でとらえ､『未分化から分化へJr依存

から独立へJ向かわねばならないとする発達様式｣への

疑問を投げかける6)0

そこで本研究では､｢包む母と入れ子の私｣のように､

目に見えて密着した母子関係のイメージが､果たして実

際に子から母への依存や独立心とどのように関係してい

るのかを調査することとした｡

調査方法

1対象

大阪府下の女子大学生261名(回収数243､回収率93%)､

女子専門学校生416名 (回収数377､回収率91%)､計677

名 (有効標本数503､有効回収率74%)｡年齢幅18-29歳､

平均年齢19.9歳｡

2手続き

大学等の講義の時間など集団場面において調査用紙を

配布､実施､回収した｡なお､調査は無記名で行った｡

3調査内容

1)イメージ画

｢あなたとお母さんの関係を思い描いて､自由に絵に

措いてください｡絵は具体的なものでも､●空想でも､記

号のようなものを使ってもどんな形でも構いません｡ま

た､絵についての説明も以下の欄に付け加えて下さい｡｣

という教示のもとに､B5版の上質紙に鉛筆をどで､幼

い頃の母との関係と現在のものと2種類の絵を描いても

らう｡用紙の向きや描画方法などは全く個人にまかされ

ており､自由なものとした｡

2)質問紙

青年期における親への依存欲求 ･独立欲求 ･葛藤の発

達的変化を測定するために作られ.た､井上(1999)7'の､

尺度を用いた｡これは､幼い頃からの発達的な母への感

情を､現在の視点でとらえる本研究にも適しているので

はないかと考える｡なお､依存欲求 ･独立欲求 ･葛藤の

各尺度の信頼性は順にα-.85,α≡.83,α-.77となり､

高い信頼性が得られている｡依存欲求尺度は､｢親には

私のことを見守っていて欲しい｣など､親とは心理的な

いい関係を保ち､困難な課題にぶつかった時や苦しい時

に援助 してもらいたいという欲求が反映されている｡

葛藤尺度は､｢自分には自分の言い分があるのに､親は

まともに取 り合ってくれない｣など､自己の主体性を発

揮しようとしても､親がそれを認めようとしなかったり､

親の考えによって束縛されたりするために､思い通 りに

(2)
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行動することができないという葛藤が反映されている｡

独立欲求尺度は､｢親の考えに合わせるよりも自分の思

うとおりにしたい｣など､親からの束縛や制限にとらわ

れることなく､親とは異なる自己の独自性を保ち､自己

実現をはかろうとする欲求が反映されてい･る｡以上､3

つの独立した尺度からなる28項目からなる質問に対し､

各項目に ｢全くそう思う｣から ｢全くそう思わない｣ま

での5段階で評価を求めた｡

結果

1尺度得点

依存 ･独立 ･葛藤の各尺度からなる28項目の質問に対

しては､井上に従い､｢全 くそう思う｣から ｢全 くそう

思わない｣までの5段階の評定に､順に5点から1点ま

での得点を与えて点数化した｡そして､依存欲求尺度に

含まれる11項目､葛藤尺度に含まれる9項目､独立欲求

尺度に含まれる8項目において､それぞれ尺度ごとの合

計得点を算出し､それぞれの尺度得点(以下､それぞれ

依存得点･葛藤得点･独立得点とする)とした(Table1)0

Tab一el各尺度の平均点

敬 中値 又大値 平 均値

依存得点 503503503 14910 554440 42.29

葛藤得点 18.80

独立得点 29.36

2イメージ画

イメージ画の分類に関しては､やまだが提案すろ母子

関係の発達形体を参考に､｢包む母と入れ子の私｣とい

うやまだの定義した構図を基本として､｢ひとつになろ

うとする母と私｣(以下図 ･表内では ｢一体化する母と
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私｣と表記する｡)という筆者独自の分類を行った｡な

おこれは､従来やまだが行っていた9.つの母子関係の発

達形態を､分化か未分化かの 2軸に単純化して､共有部

分のあるもの (Fig.1右)に関しては ｢包む母と入れ子

の私｣に含めて ｢ひとつになろうとする母と私｣として

カテゴリー化した｡この ｢ひとつになろうとする母と私｣
というカテゴリーにおいて､｢包む母と入れ子の私｣の

構図と､それ以外のものに関して､各尺度における有意

差は出なかった｡

このようにして行ったイメージ画の分類に関して､依

存欲求 ･独立欲求 ･葛藤のそれぞれの尺度との関係を検

討した｡なお､それぞれのイメージ画に対しての詳細な

内容吟味については､やまだが行っているので､今回の

例図においてイメージ画とともに書かれた説明文は､必

要と思われるものにしか付けていない｡

｢ひとつになろうとする母と私｣の構図は､Mahler

(1967)8)の定義する ｢正常な共生期｣から､母親と子の

分化である ｢分離一個体化｣の第一段階にいたる ｢練習

期｣に入るまでを参考に想定したもので､非分化的な一

体感にあった母親と子が､完全な別個体として分化する

までの状態を考えている｡したがって､｢ひとつになろ

うとする母と私｣は､｢包む母と入れ子の私｣のように

あさらかに母親と自分とが一体化した状態で描かれてい

るもの､またその一体化からの分離過程であり､完全に

は分化していない状態のもので､二個体でありながらま

るで一体であろうとしているかのような母と娘の構図と

した (Fig.1)｡そして､この ｢ひとつになろうとする

母と私｣以外の構図を､その関係性はどんな形であるに

しろ､･母親と完全な別個体と･して分離しているものと見

なし､｢分化した母と私｣と名づけることにした (Fig.

2)0

Fig.1 ●｢一体化する母と私｣

(3)
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Fig.2 ｢分化した母と私｣

なお､この分類に関 しては､筆者 ら二人において､

90%以上の一致率であった｡また､この分類において幼

い頃のものと現在とでx二乗検定を行った結果､幼い頃

と現在の構図には有意な差が見られた (x2億-30.507,

自由度-1,p<.01)(Table2)0

Table2 ｢一体化する母と私｣と ｢分化 した母と私｣の比較

● 幼い頃.現荏(人) 合計幼い頃 現在

｢一体化する母と私｣ 15831.4% 8416.7,i 24224.1%

｢分化した母と私｣ 34568.6% 41983.3㌔ 76475.9,i

幼い頃は30%近 く見られた ｢ひとつになろうとする母

と私｣の構図は現在の関係においては約15%に減少し､

｢分化 した母 と私｣の構図が 8割以上を占めていること

がわかる｡

3イメージ画と各尺度得点との関係

幼い頃､現在それぞれにおいて､イメージ画における

｢ひとつになろうとする母と私｣ もしくは ｢分化 した母

と私｣の構図と各尺度得点においてT検定を行った結果､

有意な差は見られなかった (Table3,4)0

Table3 ｢一体化する母と私｣および ｢分化した母と私｣の
2分類による依存欲求 ･独立欲求 ･葛藤得点の差

(幼い頃)

N 平均性 峯傭養 t

依存得点 r一体化する母｢分化した母とと私J 158 43.141.913 6.447.50 1.77私｣ 345

葛藤得点 ｢一体化する母r分化した母とと私J 158 17.919.19 6.846.94 -1.78私｣ 345 7

独立得点 ｢一体化する母｢分化した母とと私｣ 158 29.529.23 4.635.10 .50

(4)

TabJe4 ｢一体化する母と私｣および ｢分化した母と私｣の
2分頬による依存欲求 ･独立欲求 ･葛藤得点の差

(現在)

N 平均値 檀貞義 t傭

'依存得点 ｢一体化する母と私J 84 42.43 67.7.289 .19｢分化した母と私｣ 41○ 42.27

葛藤得点 ｢一体化する母と私｣ 84 18.36 76.3.825 -.84r分化した母と私J 419 18.89

独立得点 ｢一体化する母と私｣ 84 29.50 .4●56 .28

幼い頃 ･現在の両時期を描いてもらったイメージ画にお

いて､｢ひとつになろうとする母と私｣の構図であって

も ｢分化 した母と私｣の構図であっても､被験者の依存

欲求･独立欲求･葛藤に違いは存在 しないことがわかる.

また､幼児期のイメージ画における構図が ｢ひとつに

なろうとする母と私｣の形であるもののなかで､現在の

イメージ画における構図が同様に ｢ひとつになろうとす

る母と私｣の形を̀とるものと､｢分化 した母と私｣の形

に変わったものとでT検定を行った結果､こちらも有意

な差は見 られなかった (Table5)0

TabJe5 幼い頃の ｢一体化する母と私｣の構図から､
現在の画における構図の変化による依存欲求 ･
独立欲求 ･葛藤得点の差

現在のイメージ画 N 平均値 橿隼4蓋 t確

依存得点 変化なし(｢一体化する母と私｣) 49 42.94 6.57 -.25

｢分化した母と私｣ 109 43.22 6.41

葛藤得点 文化なし(r一体化する母と私J) 49 18.41 7.37 .52

｢分化した母と私J 109 17.80 6.61

独立得点 変化なし(｢一体化する母と私｣) 49 30.04 4.42 .94

同じく､幼い頃のイメージ画における構図が ｢分化 し

た母と私｣の形をとるものの中で､現在においては ｢ひ

とつになろうとする母と私｣の関係を描いたものと､変

わらず ｢分化 した母と私｣の形であったものとでT検定
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を行った結果､有意な差は見られなかった (Table6)0

TabJe6 幼い頃の ｢分化し●た母と私｣の構図から､
現在の画における構図の変化による依存欲求 ･
独立欲求 ･葛藤得点の差

現在のイメージ画 N 平均鶴 橿準傭豊 t義
依存得点 r一体化する母と私J 35 41.71 7.04 -.16

変化 な し(r分 化 した母と私 ｣) 310 41.93 7.56
葛藤得点 r一体 化 す る 母 と私 J 35 18.29 7.34 -.79

変化 な し(r分 化 し た 母 と私 J) 310 19.27 6.89

独立得点 r一体化する母と私｣ 35 28.74 4.44 -.66

したがって､｢ひとつになろうとする母と私｣･｢分化

した母と私｣の両構図において､幼い頃も現在も変わら

ない形であるもの (幼い頃 ･現在共に ｢ひとつになろう

とする母と私｣の構図､もしくは幼い頃 ･現在共に ｢分

化した母と私｣の構図)と､幼い頃から現在のイメージ

画に至って､構図が違っているもの (｢ひとつになろう

とする母と私｣から現在は ｢分化した母と私｣へ ･｢分

化した母と私｣から現在は ｢ひとつになろうとする母と

私｣↑)と､どちらの推移をとったにしても､被験者の

依存欲求 ･独立欲求 ･葛藤に違いは存在しないことがわ

かる｡幼児期から現在の画に至ってあさらかである構図

の変化の有無も､本研究で用いた､被験者の依存欲求 ･

独立欲求 ･葛藤という尺度において見る限りは､全て平

均的であり､特に差は見られないのである｡

考察

イメージ画における母親との一体化状態と､分化状態

を定義して､そこにおける依存欲求 ･独立欲求 ･葛藤の

違いは､幼い頃､現在のどの軸でとらえても見られなか

った｡まず､幼い頃のイメージに関しては､まだ自立の

段階にいたっていないために､その頃のイメTジ画で測

っても､依存や独立の問いに対して葦が出ないのはもーっ

ともーかもしれない.幼い時点の母親イ)-ジが､分化し

ているものであっても､一体化状態のものであっても母

親への現在の依存や独立への葛藤に変化はないのであ

る｡

現在､幼い頃､両時期における ｢ひとつになろうとす

る母と私｣と ｢分化 した母と私｣の違いによる依存欲

求 ･独立欲求 ･葛藤のそれぞれの尺度での詳しい得点の

差は､Table3,4に示す通りであるが､幼い頃の各尺度

の平均点と比べても､現在の平均点に､･より差が見られ

ないことがわかるだろう｡｢包む母｣は ｢のみこむ母｣
であり､｢死へとひきずりこむ母｣でもあるから､それ

を父性原理によって切断し､包まれることを拒否して自

(5)
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立することが発達の課題であるといわれてきた｡現に､

長尾によるBbsの｢青年期の親からの分離一個体化過程｣ 9)

を参照しても､親との共生期などというものは､青年期

では定義されていない｡青年期にある現在において､母

と分化 しているのは当然のことであり､その距離感に

様々なパターンはあるにせよ､一体化しているなどとい

うことはありえないのである｡ところが､今回の調査に

おける ｢ひとつになろうとする母と私｣は､青年期にお

いては一見特殊で不適切に見えるが､｢分化.した母と私｣

のイメージを持つものと各尺度において差異がないとい

う点で､イメージにおいて全 く母から分化 していない

｢私｣でも､母に対して過依存でもなく､かといって依

存していないわけでもないことがうかがえる｡

ここで少し､現在における ｢ひとつになろうとする母

と私｣のイメージ画を具体的に検討してみる｡やまだは

｢包む母と入れ子の私｣が必ずしも肯定的な ｢抱きかか

える母｣ではないことに言及しているが､本研究におけ

る ｢ひとつになろうとする母と私｣も同様にして母とひ

とつになろうとするほど近い存在であることは､肯定的

でもあり､否定的な場合もある｡それがどのようにして

とらえられていても､｢ひとつになろうとする呼と私｣

はあくまでその構図により分類した｡したがって､そこ

にいる母のイメージはあたたかく包むものでもあるだろ

うし､子どもを意のままにコントロールするための手投

としての ｢包む｣である場合もあるだろう (Fig.4-A)0

もちろん､否定的な意味での ｢ひとつになろうとする

母と私｣(この場合はむしろ ｢ふたつになれな.V､母と私｣
と言うべきかもしれないが)と肯定的な意味のそれとで

は､そこにおける描き手の心理は大いに違うものであろ

うし､それに関しては今回の調査では測定できないO

やまだは ｢包む母と入れ子の私｣に関する説明の中で

母と子が親子で包まれている構図を ｢親子で入れ子｣と

表し､その構図に関して､｢ずいぶん考えあぐねたが､

いくつものバリエーションを見ていると､まるで､風呂

や壷の中には誰も入っていなくても､母だけが入ってい

ても､母と子が入っていても､基本的には皆同じである

ように思えてきた｡(中略)そのようにしてみていくと､

母は場所でもあり､場所のなかの入れ子にもなりうるわ

けである｡いずれにしても場所としての母は､具体的な

母の像を超え､母さえも入れることができるものであろ

う｡｣と説明している10)｡入れる側でも入れられる側で

も､より大きい次元で ｢包む包まれる｣という関係性で

見れば同じなのである｡肯定的･否定的感情にも同様の

ことが言えないだろ･うか｡母親に対する否定 ･肯定､ど

ちらの感情も一義的ではないのだから､両者とも ｢ひと
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つになろうとする｣母と娘の関係という共通概念でくく

ってしまうことは､決して相反するものを混同してしま

っているとは言えないと考える｡

あさらかに依存的だと思える母と娘の一体化したイメ

ージや､依存的には見えず､むしろ協力的な関係に思わ

れる母娘の一体化､上述した否定的イメージを連想させ

る一体化 した関係など､｢ひとつになろうとする母と私｣
にも様々なパターンがある (Fig.4,5,6)｡それぞれの

絵に対しての詳細な内容吟味については､やまだの ｢包

む母と入れ子の私｣イメージに関する解釈にほぼ従うこ

ととした｡しかし､そこにどのような関係性や意味､バ

リエーションがあるとしても､現在における ｢未分化｣

な母と私のイメージが､決して分化した母と私のイメー

ジに比べて依存的でないということは､非常に特徴的で

ある｡｢青年期｣における母からの物理的 ･心理的自立

(それをイメージするならば ｢分化 した母と私｣1こなり

がちではないだろうか)という課題に関して､｢ひとつ

になろうとする母と私｣というイメージは決してそれを

妨げるものではないのだ｡Mahlerは幼児期の母子関係

における分離個体化において､｢正常な自閉と正常な共

生は非分化 nondi鮎rentiationの最初の2段階である-

(中略)･･･そしてこの段階の痕跡は､生涯 lifecycle全

体を通じて残存するのである.｣と述べている11㌧また､

板垣(2000)12'は､母と私のイメージに関して､やまだ同

様の調査方法で10代 ･中年 ･高齢者を研究 し､中川

(1999)13'の大学生の研究とあわせて､｢包む母と入れ子の

私｣のイメージが確実に中年､高齢期に至るに従い増加

する結果を得ている｡すなわち､可能性としては ｢ひと

つになろう とする母と私｣のイメージが年齢を重ねるご

とに増加することが考えられる｡すると､今回の ｢ひと

つになろうとする母と私｣イメージはまさに､依存や独

立などの要因とは無関係に､Mahlerが指摘する ｢生涯

lifecycle全体を通じて残存する｣重要なイメージの形14㌧
というものになりうるのかもしれない｡

現在における ｢ひとつになろうとする母と私｣のイメ

ージは依存欲求や独立欲求､葛藤に関して ｢分化した私｣

と違わないことはわかったが､.次に､これを幼い頃から

の発達という軸で経時的に見る｡ここでは､幼い頃から

現在に至るイメージ画の構図変化による､被験者の依存

欲求 ･独立欲求 ･葛藤の違いは全 く見られなかった｡こ

のことをもう少し詳細に考察したい｡

Fig.3に発達的にとらえた ｢ひとつになろうとする母と

私｣のイメージ画の分類を示す｡

Fig.3 母子関係の幼い頃から現在への変化 ○-母 ●-千

幼い頃 現在 幼い頃 現在

｢体化する母と製から Aパターン 蛋化した母と製から Cパターン

ここに示したAパターン､Dパターンは､始まり (幼

い頃)が ｢ひとつになろうとする母と私｣か ｢分化した

母と私｣であるかという違いはあるが､どちらも幼い頃､

現在の母と私のイメージが一体化か分化かという視点で

は ｢変わらない私｣である｡逆に､Bパターン､Cパタ

ーンは始まり (幼い頃)が ｢ひとつになろうとする母と

私｣か ｢分化した母と私｣かであるにせよ､現在では幼

(6)

い頃と違う母と私のイメージを描いている｡

まず､一体化から分化へのBパターンであるが (Fig.5)､

これは度々述べてきた､西洋的な発達様式である ｢未分

化から分化へ｣と一致するものであり､一般的に受け入

れられているものである｡また､分化から分化へという

Dパターンも (Fig.6)､最終的には自立と分化を目指す

従来の発達様式にそう違わないものであろう｡幼い頃の
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イメージを幼い頃のどの時代､どの地点でとるかという

ことは描き手次第で任されているので､それがMahler

の定義する ｢共生期｣をイメージしてとれば ｢ひとつに

なろうとする母と私｣であるし､｢練習期｣や ｢再接近

期｣もしくはもっと後の完全な分化期以降ととれば ｢分

化した母と私｣であるだろう｡

注目すべきは､Aパターン ｢ひとつになろうとする母

と私｣のままの母娘関係である (Fig.4)｡これは完全

に従来の発達様式にのっとっていない｡未分化な出発点

はいいが､母と私はイメージ上はそこから分化 しておら

ず､依然として未分化なままなのである｡幼い頃と20歳

前後の現在において変わらず未分化な母と私といえば､

｢未熟｣｢大人になれない｣なぞ さまざまに､そしてあま

り肯定されるとは青いがたい状態とされるだろう｡やま

だは ｢変わらない私｣･として相変わらず母という入れ子

から出ないままの私について述べている｡｢ましてその

年齢になって､まだ母の胎内の 『入れ子』で居つづける

としたら､とんでもないと思われるに違いない｡しかし､

何度も言うようにそれは西欧の価値体系から眺めた場合

にすぎない｡15リ

従来の西欧的発達観点からは､異端で未熟なものとと

らざるを得ないこの ｢ひとつになろうとする母と私｣の

ままの母娘イメージであるが､しかし､今回の結果から

｢一体化｣のままであっても､｢一体化｣から分化であっ

ても､どのイメージ画のパターンにおいても､依存欲

求 ･独立欲求･葛藤に違いはないのである｡これは西欧

の価値体系から眺めた解釈に対して一石を投 じるもので

あろう｡イメージにおいて一体化 したままの母 と私は､

一体化から分化へ､分化から分化へなど最終的に分化を

目標とした西欧形態にのっとったパターンと比べて､特

に依存的であるわけでも､独立欲求が低いわけでもない｡

｢未熟｣で ｢大人になれない｣というような考察を与え

る材料は存在しないのである｡

加えて､従来の発達様式からの逸脱と言えば､Cパタ

ーンはその最たるものである (Fig.7)｡ここでは ｢未

分化から分化へ｣ という発達様式を全 く逆行 している｡

分化 したはずの母と私のイメージが､一体化した状態､

すなわち ｢未分化｣な状態に逆行 しているのである｡こ

れはまるで退行のようにも見えなくはない｡ しかし､こ

こにおいてもこの西欧的価値観に逆行するイメージの様

子は､一体化から分化への西欧的に正しい発達形式にの

っとったイメージの推移と依存欲求も独立欲求もなんら

変わりない｡これは､｢変わらない私｣の構図を ｢一般

的で基本的なかたち｣なのではと提案しているやまだの

結論を支持するものである｡

(7)
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本研究においても青年期には ｢分化 した母と私｣のイメ

ージ画が 8割を占めていることから､｢変わらない私｣

すなわち､一体化 したままの母と私を ｢一般的で基本的｣

としてしまうのは少々論理の飛躍かもしれない｡しかし､

少なくとも依存や独立という青年期の親に対する重要な

発達課題において､｢分化 していく母と私｣が一般的な

もので､｢ひとつになろうとし続ける母と私｣が特殊で

あるということはできないだろう｡

まとめと今後の課題.

本研究の目的は ｢従来の西欧の枠組みで F未分化J

『依存｣とネガティブな概念でとらえ､r未分化から分化

へJ『依存から独立へ』向かわねばならないとする発達

様式｣(やまだ.1988)への疑問であり､過剰に依存的で

もなく､離れすぎてもいない ｢母親との適度な心理的距

離｣はどのようなものなのか､という問いに対 しての研

究であった｡

やまだが定義 した ｢包む母と入れ子の私｣そして今回

筆者がそれをもとに定義･した ｢ひとつになろうとする母

と私｣というイメージ上の母娘関係は､一見すると ｢未

分化｣な私の代表である｡ しかし､それは母と ｢分化｣

した私と比べて依存的でもなく､また独立心が強いわけ

でもない｡西欧との比較研究は行われていないため､実

際に西欧においてこの母娘関係のイメージがどのような

ものになるかはわからない｡ しかし､本研究の結果は､

母娘関係は､従来言われてきたような単純な未分化から

分化へという発達理論では捉えられないことを示唆して

いる｡

また､本研究では､井上の青年期における親との関係

においての依存 -独立の葛藤尺度を用いて行ったため､

一般的な大学生の親への依存傾向や独立欲求を見ること

はできるが､その依存欲求や独立欲求がどの程度のバラ

ンスを保てばよいのか､どんな風にバランスを崩すと問

題であるのかという点にはいっさいふれていない｡今後､

臨床事例など､より個別的なデータを用いて依存や独立

欲求と葛藤のバランスとイメージ画の関係を見る必要が

あるだろう｡また､一口に ｢依存｣と言ってきたが､そ

の依存の質は被験者の年代によって大きく変わることも

予測され､今後より幅広い世代､特に中高年層へのアプ

ローチの必要性 と､今回とは別の切 り口から親への依存

とイメージ画の関係を探っていくことが必要である｡
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幼い頃
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Fig.4 ｢一体化するままの母と私｣パターンA

現在

幼い頃は ｢卵として母に抱かれていた私｣から､現在の ｢一人の人間として母に抱かれる私｣-

4-B

幼い頃

幼い頃に ｢母の腕に抱かれていた私｣から､現在の ｢母の大きな手のひらの中でうずくまる私｣-

4-C 幼い頃 現在

幼い頃の ｢家族の中で母の中に包まれている私｣から､現在の ｢家族という輪の中で独立する母と私｣-

(8)
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Fig.5 ｢一体化から分化へ｣パターンB

幼い頃

ー5-A

5-B

5-C

現在

C Y ) C Y )

幼い頃の ｢母に包まれる私｣から､現在の ｢並ぶ母と私｣へ

幼い頃 現在

幼い頃の ｢母の腕に抱かれる私｣から､現在の r並ぶ母と私｣-

幼い頃 現在

幼い頃の ｢母の腕に抱かれた私｣ から､現在の ｢バランスを取りながら向かい合 う母と私｣-

(9)
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6-A

幼い頃
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Fig.6 ｢分化 したままの母と私｣ パターンD

幼い頃の ｢母と妹と手を繋いでいる私｣から､現在の ｢母と並んで出かける私｣へ

6-B

幼い頃 現在

幼い頃の ｢母と手を繋ぐ私｣から､現在の ｢母と一緒にテレビを見る私｣-

6-C

幼い頃 現在

T > 三 .-二 ･.I _

幼い頃の ｢母と並ぶ小さな私｣から､現在の ｢母と並び等しい存在の私｣-

(10)
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Fig.7 ｢分化から一体化へ｣パターンC

7-A

幼い頃

腐
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現在

幼い頃 ｢上下に並ぶ別の玉の母と私｣から現在の ｢互いの玉が触れ一つの大きな枠に包まれる母と私｣-

7-B

幼い頃

@

T

㌔
･パ

副

や

人

骨

雰

n

,
.

t
.A
.
.
/

⑳
爪｢
ハ

幼い頃の ｢落ちる母とうたれる私｣ と､現在の ｢母の存在に包まれ影響を受ける私｣

(ll)
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イメージ画にみる母.t娘の関係

一母親への ｢依存 ･独立 ･葛藤尺度｣との関連から-

板垣奈未 ･岩堂美智子

要旨:503名の青年期の女性を被験者に､母親と自分との ｢幼い頃｣および ｢現在｣.の関係をイメージ画に描くことを

課題とし､さらに､28項目の親との依存 ･独立 ･葛藤をはかる質問紙への回答を求めた.イメージ画と三つめ尺度の得

点との関連をみた結果､｢母親とひとつになろうとする (一体化する)私｣のような一見､過依存的な関係に見えるイ

メージを描いた者であっても､母親と自分が独立しているイメージを描いた者と､三つの尺度､および二つの時期､い

ずれにおいても統計的には有意な差がみられないことが明らかになった｡この結果から日本の母娘関係は単純な未分化

から分化へという発達理論では捉えられないことが示唆されると考察された｡
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